
議
員
提
出
第
二
十
四
号
議
案

台
湾
の
国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
へ
の
加
盟
支
持
を
求
め
る
意
見
書

本
県
と
台
湾
台
中
市
は
昨
年
十
一
月
、
訪
問
交
流
や
観
光
情
報
の
発
信
強
化
な
ど
を
柱
と
す
る
観
光
友
好

交
流
連
携
協
定
を
結
び
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
九
月
十
五
日
か
ら
台
湾
台
中
市
と
大
分
空
港
を
結
ぶ
航

空
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
県
内
の
経
済
、
工
業
、
農
林
水
産
、
観
光
各
関
係
団
体
の
関
係
者
で
構
成
し
、
本
県

知
事
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
が
、
九
月
八
日
よ
り
台
湾
で
、
県
産
品
の
売
り
込
み
や
県
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
台

湾
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
開
始
を
契
機
に
、
経
済
、
教
育
、
文
化
を
含
め
幅
広
い
分
野
に
相
互

交
流
を
広
げ
る
友
好
交
流
に
関
す
る
覚
書
を
調
印
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
今
後
の
交
流
促
進
に
県
民
か
ら

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

台
湾
か
ら
の
訪
日
観
光
客
は
、
年
間
約
三
六
八
万
人
に
達
し
て
い
る
。
本
県
の
観
光
客
も
年
間
約
七
万
四

千
人
、
ま
た
、
青
少
年
教
育
旅
行
も
大
分
高
校
を
は
じ
め
、
多
く
の
高
校
が
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
か
な

り
の
実
績
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
う
し
た
中
、
台
湾
政
府
は
、
航
空
機
の
運
航
・
管
制
の
国
際
基
準
の
情
報
確
保
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運

航
の
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
へ
の
加
盟
を
求
め
て
い
る
。

台
湾
は
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
参
加
で
き
ず
、
運
航
・
管
制
の
国
際
基
準
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
他
国

を
通
じ
て
入
手
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
情
報
量
が
不
十
分
、
台
湾
上
空
へ
の
基
準
反
映
に
時
間
差
が
生
じ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
台
湾
に
は
、
約
六
十
社
の
航
空
会
社
が
乗
り
入
れ
て
お
り
、
当
該

機
関
の
開
催
す
る
総
会
へ
の
参
加
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
へ
の
加
盟
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
航
の
安
全
に

寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
台
湾
か
ら
の
訪
問
者
及
び
わ
が
国
か
ら
台
湾
へ
訪
問
す
る
者

の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、
日
本
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
台
湾
が
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
加
盟
す
る
こ
と
を
支

持
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

大
分
県
議
会
議
長

田

中

利

明

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

参

議

院

議

長

伊

達

忠

一

殿

内

閣

総

理

大

臣

安

倍

晋

三

殿

国

土

交

通

大

臣

石

井

啓

一

殿

外

務

大

臣

岸

田

文

雄

殿


